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★入選「希望を架ける橋」牧村　あきこ 様（オフィスマキムラ/埼玉県）

★「打ち合わせ」八木　梨菜 様（豊川高等学校写真部/愛知県）

第８回土木工事写真コンテスト　入選作品/応募作品

表紙の写真：第8回土木工事写真コンテスト　優秀賞作品
『道都の森に夢をのせて』　奥谷　忠浩 様（札幌東商業高校/北海道）
　写真説明　　プロ野球日本ハムファイターズの本拠地となる「北海道ボールパーク」が、2023年開業をめざし、北広島市の森で
建設が進んでいます。大都市や港湾以外で、このように大型クレーンが林立しているのは珍しいと思い、その様子が最もよくわかる
場所（南幌町千歳川河川敷付近）、時間（20時頃）を選び撮影しました。

　講評　　密になったクレーンが慌ただしく動く雑踏の人々のようにも見え、非常に面白い狙いになっています。ほとんどのクレー
ンフックが上にあるので作業は停止しているかと思いますが、もし夜間作業があれば秒単位でなく分単位での長時間露光にして各ク
レーンの動きの違いを集合で撮影してみるのも面白いかもしれませんね。� （土木写真家　西山芳一）

　写真説明　
　現在不通になっている只見線
の一部区間。災害で流出した第
七只見川橋梁の工事現場です。

　講評　
　災害で流失した橋を架けなお
す難しさを現した作品。工法ま
でよく解ります。
� （土木写真家　西山芳一）

　写真説明　
　工事現場というと重機や、は
たらく乗り物などが想像されま
す。しかし私が一番印象に残っ
ているのは、通学路を安全にす
るために工事をしてくれる姿
や、地元の方々と積極的に関わ
ろうとする道路を工事する方々
です。今回、道路を工事する
方々の打ち合わせのひと時を撮
影しました。写真に写っている
お二人はどんな内容の打ち合わ
せをしているのでしょうか。と
ても気になります。

（（一一財財））地地域域開開発発研研究究所所 https://www.ias.or.jp
TEL 03-3235-3601 FAX 03-3235-3612
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１．埼玉県におけるICT施工の現状と
課題

　建設業界では、長年に及ぶ建設投資の減少等を
背景に、建設業従事者の減少傾向が進んでいる。
本県においては建設業従事者数が（平成7年から
平成27年までの）20年間で４分の３まで減少して
おり（図１）、公共インフラの品質確保と適正な
機能維持を図っていくためには、より一層の生産
性向上が課題となっている。また、若年者の入職
の減少、高齢化による建設業従事者の大量離職に
よる技術・技能の継承も懸念されている。
40,000人

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

図 １　埼玉県内の建設業従事者数推移（H ２～ H27）

　このため、本県では平成28年度より土工を中心
にICT施工に取り組みながら、対象工種や規模を
順次拡大し、着実に実績を積み上げている状況で
ある（表１）。
　ICT施工を普及促進する上では依然として費用
面、技術習得や人材育成面での課題が挙げられて
いるが、一度経験した施工者からは再びICT施工
を希望する声も多く、その効果が認識され始めて
いる。

表１　これまでのICT施工の発注及び実施状況

発注 実施 発注 実施 発注 実施
Ｈ２８ 1 1 1 1 0 0
Ｈ２９ 28 11 2 2 26 9
Ｈ３０ 58 20 3 3 55 17

土工 95 24 5 5 90 19
舗装工 2 2 2 2 0 0

地盤改良工 0 0 0 0 0 0
小計 97 26 7 7 90 19
土工 109 37 10 10 99 27
舗装工 8 1 0 0 8 1

地盤改良工 4 0 0 0 4 0
小計 121 38 10 10 111 28

305 96 23 23 282 73

Ｒ１

Ｒ２

合計

年度 工種 合計 発注者指定型 受注者希望型

土工

　さらに、ICT施工に初めて取り組む施工者は
年々増加しており、着実に裾野が広がっているが、
今後、地方自治体発注工事を支えている地域企業
への普及を促進していくためには、小規模工事等
での活用環境を整えることが課題と考えている
（ICT土工の対象規模は、土工量1,000m3以上）。

２．埼玉県地域建設業
ICT推進検討協議会について

⑴協議会の設置
　ICT施工の普及に向けて、国土交通省と埼玉県
建設業協会青年経営者部会の意見交換において、
地域の施工業者・発注者が連携し、取り組むこと
が必要であるとの提案があった。これを受け、ICT
施工をより地域に根差したものとして広く普及させ
るため、国（関東地方整備局）、埼玉県、さいたま
市、埼玉県建設業協会青年経営者部会の４者が連
携した取組みを行う「埼玉県地域建設業ICT推進
検討協議会」を令和３年１月27日に設置した。
　本稿では、協議会の取組みに加え、本県におけ
るICT施工に係る各種取組みを紹介する。
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⑵アクションプランの策定
　本協議会では、令和４年１月までに協議会を３
回、ワーキンググループを３回実施している。令和
３年３月22日に開催された第３回協議会では、４者
合同による普及促進の取組み施策や、目標等につ
いて議論を行い、それぞれの課題、普及に向けた
取組み等をアクションプランとして取りまとめた。
同プランは関東地方整備局HPにて公表している。
　以下に同プランの概要を示す。
■建設業協会
・�ICT活用の成功体験・失敗事例の共有・水平展開
・�サポート体制の構築
　（先進企業のICTアドバイザーへの登録）
■発注者（関東地方整備局、埼玉県、さいたま市）
・�地域に即した普及促進目標・指標の立案
・�３Dデータ作成作業の委託費や歩掛の標準化、
適正な労務の把握に向けた取組み
・�ICT施工未経験企業に対するサポート

⑶小規模現場におけるICT活用効果の検証
　本県を始め、地方自治体発注工事では、土工量
1,000m3未満の工事が少なくない。また、歩道整
備や護岸整備等の土工以外が主たる工種の工事に
おいて、床堀工や埋設工といった小規模土工は必
須であり、このような工事でICT施工が導入され
ることにより、更なる普及促進が期待される。
　小規模工事においても、現況把握や出来形管理
等においてICT機器を活用することで、現地作業
の効率化、省人化等のメリットが期待できる。ま
た、ICT建機の小型化や通常の建設機械にアドオ
ンで装着可能なICTシステムの開発が進んでお
り、このようなシステムを床堀工や埋設工で活用
できれば、小型バックホウ等を用いたICT施工が
可能となり、広く展開していくと考えられる。
　以上の認識のもと、第３回協議会にて審議した結
果、「①小規模土工（敷均・整正）、②小規模土工
（管路設置）、③構造物設置工、④舗装修繕工」の
４工種をケースとした効果検証することとなった。
　検証にあたっては、関東地方整備局関東技術事
務所から実験フィールドを、各ICT建設機械、測

量機器メーカーから建機・機器をそれぞれ提供い
ただき、更に従来手法との比較を行うため、青年
経営者部会からは建機オペレーターを派遣いただ
く等、多大なご協力をいただいた。
　以下に、各工種の検証内容について紹介する。
なお、検証結果は今年度末に取りまとめ予定である。
①小規模土工（敷均・整正）

　駐車場の外構工事等での活用を想定し、排土板
MC（マシンコントロール）機能付き小型バックホウ
を用いた敷均・整正作業を実施し、効果を検証した。

写真１　小規模土工（敷均・整正）検証状況

②小規模土工（管路設置）

　上下水道等の管路地中埋設工事等での活用を想
定し、小型バックホウ（マシンコントロール）を用
いて、L字及び湾曲掘削を実施し、効果を検証した。

丁張りレスで
施工可能

（Ｌ字、曲線）

写真２　小規模土工（掘削）検証状況（L字掘削）

③構造物設置工

　出来形管理用TSを用いて、構造物設置工におい
て実施されている床堀の出来形確認、丁張り設置、
管理及び構造物設置作業を実施し、効果を検証した。

写真３　小構造物設置工の検証状況
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④舗装修繕工

　本県では、令和２年度末にICT施工の対象工種
に「舗装修繕工」を追加しており、今後の適用拡
大を期待しているところである。本検証では、現
況測量においてノンプリズムトータルステーショ
ンやレーザースキャナー等を使用することでの時
間短縮、省人化等の効果を検証した。

写真４　舗装修繕工におけるICT測量の検証状況

⑷今後の協議会の活動
　今年度末に開催予定の第４回協議会にて、小規
模現場での検証結果を共有し、広く情報提供を
図っていく予定である。また、今回は実験フィー
ルドでの検証であったが、今後は実際の現場での
検証を行い、活用上のメリットや課題を洗い出
し、普及促進に繋げていく予定である。

３．ICT施工の普及促進に係る本県の
取組み

　ICT施工に係る本県の取組みとして、⑴評価制
度、⑵研修会について紹介し、⑶として湖底作業
にICTを活用した事例を紹介する。

⑴評価制度等の改訂
　ICT施工に取り組むインセンティブとして、総合
評価制度における評価項目の新設、成績評定要領
における加点評価の設定等、制度の改訂により取
組みを推進している。概要は以下のとおりである。
■総合評価制度
・�『施策チャレンジ型』として、受注者希望型案
件を対象に「ICT活用工事の実施」を評価項目
に新設し、実績ではなく「実施すること」を評
価する。（R3.7以降公告工事から適用）

■土木工事成績評定要領
・�施工プロセスでのICT活用状況に応じて加点評
価する。（R3.2以降契約工事から適用）

⑵研修会等の実施
　本県では平成28年度より受発注者による現場研
修会等によりICTの普及促進を図っている（表２）。

表２　ICT施工に係る現場見学会・研修会実施状況

年 度 回数
対象者

参加者数
発注者 受注者

Ｈ２８ １ １ １ ２０

Ｈ２９ ６ ６ １ １７０

Ｈ３０ ５ ５ ０ １０４

Ｒ１ ６ ６ １ ７３

Ｒ２ ４ ４ ２ ８２

合計 ２２ ２２ ５ ４４９

１）ICT地盤改良工の現場研修会

　今年度は、川越県土整備事務所における調節池
堤体築造のための地盤改良工事においてICT施工
を採用することとした。
　県土整備部で初のICT地盤改良工（深層）であ
り、今後、他現場での活用が期待されるため、さい
たま市職員等を含めた現場見学会を開催した（約
50名が参加）。600本を超える施工本数の現場であっ
たが、改良箇所の位置出しが不要となり、作業効
率の向上とともに、現場の安全性向上に繋がるこ
と等が確認された。また、現場では土工の出来形
管理に３D測量を活用する等、ICTや３Dを全面
的に活用して施工した。

マーキングによる
位置出しが不要

モニター画面で施工位置等を
リアルタイムに確認

現場見学の様子

写真５　ICT地盤改良工の講習会実施状況
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２）ICT機器活用事例等の動画講習

　ICTに先進的に取り組んでいる現場の活用事例
を講習動画としてまとめ、web講習等により展開
した。
　丁張、墨出しが１人でできる測量機器により、
プリズム取付け金具を製作してU型側溝に取付け
ることで、簡易な丁張りで側溝が布設可能となる
事例等、創意工夫により実現する様々な事例を紹
介した。

プリズム
取付金具布設位置確認用

タブレット画面

写真６　丁張り機器の活用によるU型側溝据付事例

３）今後の予定

　これまではICT施工に興味や関心のある会社、
あるいは発注者を対象とした研修会を多く実施し
てきたが、更なる普及拡大を図っていくために
は、経験したことがない、あるいは経験が浅い施
工者を対象に、まずは、ICT施工のメリットを認
識してもらう機会を設けることが重要である。今
後は、経験の浅い施工者向けにICT土工の簡易な
現場研修、また、設計者向けにはICT施工に活用
する３D設計データの作成講習を開催し、参加者
の意見、感想等を確認し、更なる展開に繋げてい
く予定である。

⑶灌漑用湖底の袋型根固設置工におけるICT活用
　灌漑用湖の耐震対策として、湖底の法尻に袋型
根固を敷設する工事においてICT施工を実施した
事例を紹介する。本工事は生態系への配慮なども
あり、水を抜かずに高い精度で敷設する必要が
あったため、水中３次元測量により袋型根固めの
設置位置、個数を逐次確認し、MG（マシンガイ

ダンス）機能搭載のクレーンにより施工した。従
来施工で不可欠であった潜水作業が不要となり、
作業時間の大幅短縮、安全性の向上、高精度な施
工を実現した。

モニター画面 クレーン
位置

袋詰設置
位置

設置完了後
全着色

マルチビームによる
深浅測量

写真７　施工状況とガイダンス画面確認状況

４．おわりに

　本稿では、埼玉県地域建設業ICT推進検討協議
会における取組みを中心に、埼玉県におけるICT
施工の取組状況について紹介した。
　ICT施工を普及促進していく上での課題は少な
くないが、経験者からは継続的に利用したいとい
う声も多く聞かれる。作業効率の向上により労働
時間の短縮や省人化を図り、働き方の変革に繋げ
ていきたいと考えている。
　また、生産性を高めていくには、受注者だけで
はなく、発注者としても取組みやすい環境を整え
るとともに、自らの現場で工夫していくことが必
要である。
　本県では、全庁的な取組みとして令和３年度末
にDX推進計画を策定、公表しており、今後、よ
り一層、情報通信技術を活用した働き方改革を推
進していくこととしている。
　新型コロナウイルス感染症への対応など、社会
状況が目まぐるしく変化しているが、このピンチ
をチャンスと捉え、DXの推進により建設産業の
イメージを従来の３K（きつい、きたない、危険）
から、新４K（給料、休暇、希望、かっこいい）
へと変革し、魅力ある産業にしていきたい。

行 政  topicstopics
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連載特集連載特集連載特集

新新新
コンクリートのコンクリートのコンクリートの
はなしはなしはなしはなしはなしはなし

第１回
持続可能なインフラとしての

コンクリート

　セメントの生産時には、炭酸カルシウムが主成
分の石灰石を焼いて酸化カルシウムのするために
１トン製造するために600㎏の二酸化炭素を排出
することになます。さらに燃焼するための二酸化
炭素を考慮すると多くに二酸化炭素を排出してい
ると指摘されています。
　しかし、その後は、空気中の二酸化炭素を吸収
し、炭酸化（中性化と呼ばれている）して、逆に
カーボンニュートラルに向かいますが、これは長
期的に継続することになり、コンクリート構造物
を継続的に使用することが脱炭素となると言えま
す。

■セメント製造時にCO2を排出
　セメントを１トン製造するには、石灰石を約
1,200㎏と粘土類約240㎏、けい石類約40㎏、
鉄原料他を約30㎏、凝結調整のための石こう約
30㎏で、合計1,540㎏を必要とします。さらに、
焼成工程では、微粉炭などの化石燃料のほか、廃
タイヤ、廃油、廃プラスティック、木くずなど他
産業の廃棄物や副産物が代用燃料、原料として利
用され、廃棄物の多くが有効利用されています１）。
セメントの主成分はCaOであり、石灰石
（CaCO3）を燃焼して得られるため、
　　CaCO3　⇒　CaO＋CO2
となり、石灰石を燃焼させると多くの二酸化炭素
が排出されることになります。

■炭酸化でCO2を吸収
　セメントが水和反応すると、水酸化カルシウム
を主成分となり、高アルカリ性を有し、鉄筋を腐
食から守ることもよく知られています。
　　CaO＋H2O　⇒　Ca（OH）2
　ところが、空気中の二酸化炭素を吸収すると、
元の炭酸カルシウム（石灰石の主成分）に戻り、

連載を始めるにあたり連載を始めるにあたり

　脱炭素社会の実現に向けて、セメントコンクリート　脱炭素社会の実現に向けて、セメントコンクリート
は多くの二酸化炭素を排出していることから、排出削は多くの二酸化炭素を排出していることから、排出削
減を目指していますが、木造建築が着目されたり、セ減を目指していますが、木造建築が着目されたり、セ
メントを使わないコンクリートを模索したりする動きメントを使わないコンクリートを模索したりする動き
もあります。しかし、過去の災害事例でもコンクリーもあります。しかし、過去の災害事例でもコンクリー
トは重要な社会インフラを形成してきており、今後もトは重要な社会インフラを形成してきており、今後も
インフラの重要な資源と考えられます。インフラの重要な資源と考えられます。
　そこで、2006年の連載した「コンクリートのはな　そこで、2006年の連載した「コンクリートのはな
し」を今流に見直して連載することにしました。「新・し」を今流に見直して連載することにしました。「新・
コンクリートのはなし」は建設業で仕事をする方々にコンクリートのはなし」は建設業で仕事をする方々に
とって知っておきたい基本的な技術と新しい話題を10とって知っておきたい基本的な技術と新しい話題を10
回に亘り提供します。回に亘り提供します。

連載予定連載予定
１．持続可能なインフラとしてのコンクリート１．持続可能なインフラとしてのコンクリート
２．初期ひび割れは設計段階で予防２．初期ひび割れは設計段階で予防
３．施工段階で生じる不具合の防止策３．施工段階で生じる不具合の防止策
４．レディーミクストコンクリートの注文方法４．レディーミクストコンクリートの注文方法
５．コンクリートの圧送時に潜む危険５．コンクリートの圧送時に潜む危険
６．コンクリートの締固めの適切な方法６．コンクリートの締固めの適切な方法
７．コテ仕上げで緻密なコンクリートを７．コテ仕上げで緻密なコンクリートを
８．冷やすと危険な散水養生８．冷やすと危険な散水養生
９．定期点検で早期に予防保全９．定期点検で早期に予防保全
10．劣化を抑制するための補修方法10．劣化を抑制するための補修方法

近未来コンクリート研究会近未来コンクリート研究会
代表　十河  茂幸代表　十河  茂幸
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新    コンクリートのはなしコンクリートのはなし

これが中性化と呼ばれる反応で、高アルカリ性か
ら鉄筋を守れない低アルカリ性に変化します。
　　Ca（OH）2＋CO2　⇒　CaCO3＋H2O
　鉄筋は炭酸化（中性化）により錆びる環境とな
り、劣化が進むとされています。
　炭酸化はCO2を吸収する反面、耐久性を阻害す
る要因となっています。鉄筋が錆びると腐食膨張
が生じ、体積が２～４倍になり、かぶり部分を剥
落させて危険な状態に陥ります。ところが、鉄筋
が錆びるのは、酸素と水が必要であり、腐食環境
になったからといっても、酸素と水の供給を止め
ると錆びないことになります。
　　Fe2++2OH－　⇒　Fe(OH)2〈水酸化第一鉄〉
　　Fe(OH)2+OH－　⇒　Fe(OH)3

〈水酸化第二鉄〉
　　Fe(OH)3+H2O　⇒　FeOOH 〈赤錆〉

■ 点検での予防措置が
CO2の低減に繋がる理由

　コンクリート構造物の維持管理が重要との認識
が根付いてきました。コンクリートは延久構造物
として捉えられてきましたが、経年劣化が顕著に
なり、事後保全から予防保全が必要となっていま
す。剥離や剥落が生じて補修するより、劣化を予
見して補修する方が安価になるためです。鉄筋の

腐食が進行しないと剥離や剥落は生じないため、
予防的な点検は、なかなか困難でありますが、塩
害環境や中性化環境を予測することで、劣化の予
見が可能となります。これらの技術も習得する必
要がありますが、経費を掛けないで点検・診断を
行い、予防保全がCO2の削減に功を奏すると考え
られます。なお、鉄筋の腐食は水と酸素が必要と
なり、劣化環境に置かれても、水と酸素の供給を
抑制することで腐食速度が抑えられることも知っ
ておきたいことです。

■長期供用は二酸化炭素の低減策
　コンクリートを長期供用することが、二酸化炭
素の排出を抑制できるとの考えもあります。要
は、長時間の供用こそが、年間の二酸化炭素を削
減することに繋がり、安全・安心のインフラを構
築することと、低炭素とすることを両立させるこ
とが期待できるはずです。そのためには、二酸化
炭素の抑制できるセメントの製造技術と、構築し
たのちは予防保全で適切な点検技術と診断技術を
駆使し、さらに延命化を実現できる補修技術を開
発することが必要と考えられます。

【参考文献】
１） 環境にやさしいセメント産業、セメント協会、2021

図１　セメントの製造工程
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技士会
連合会 N E W S

　（一社）全国土木施工管理技士会連合会（以下
「連合会」という。）は、国土交通省（以下「国交
省」）との意見交換会を令和３年12月７日㈫に昨
年に続きリモートで開催しました。
　国交省からは、吉岡技監をはじめ、廣瀬技術審
議官他、多数の幹部の方が出席されました。な
お、吉岡技監は名古屋からの参加でした。これ
も、最近では普通となってきているリモート会議
システムのおかげでした。

　冒頭、奥野会長から「これまで連合会が提案し
てきた監理技術者の専任義務の緩和や資格試験制
度の見直しに対して感謝いたします。技士会会員
は、国土強靭化や災害対応などの建設現場におい
てICT施工など新技術の研鑽に努めています。現
場技術者の声を聞き適切なご助言を頂きたい。」
と挨拶をし、続いて、国交省の吉岡技監からは
「働き手の確保が喫緊の課題、新３Kの実現を目
指し、やりがいを実感できるようにしたい。現在

取り組んでいる生産性向上、ICT施工やインフラ
DXなど、皆さんとの議論は大変意義深い。忌憚
ない意見交換をしたい。」と述べられました。

　今回、連合会からは、３年に一度行っている土
木施工管理技士へのアンケートの結果についての
説明に続き、今年度のアンケート結果をもとに
「ICT施工及びインフラ分野のDX」についての要
望をするとともに、「リモート講習会への取り組
み」及び「CPDSの適切な運用」について、連合
会の現在の取り組みについての報告を行いまし
た。
　国土交通省からは、連合会からの提案事項や課
題に対し、認識はしており、今後の取組の参考に
させて頂くと発言されました。
　また、自由討議では、代表出席された各県等技
士会の理事から現場での取り組み状況や課題など
について発言があり、活発な意見交換がされまし
た。

令和３年度　国土交通省との意見交換会について
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　私は高校卒業後、地元の建設業者である高橋建　私は高校卒業後、地元の建設業者である高橋建
設に入社しました。最初は作業員さんや先輩職員設に入社しました。最初は作業員さんや先輩職員
が交わす言葉の意味も分からず戸惑うことも多が交わす言葉の意味も分からず戸惑うことも多
かったのですが、いろいろな現場で経験を積むうかったのですが、いろいろな現場で経験を積むう
ちに自分なりに成長し、工事の完成を喜べるようちに自分なりに成長し、工事の完成を喜べるよう
にもなりました。現在は管理業務を担当していまにもなりました。現在は管理業務を担当していま
すが、現場を経験したからこそ作業内容が理解ですが、現場を経験したからこそ作業内容が理解で
きスムーズな書類整理が出来るのだと自負していきスムーズな書類整理が出来るのだと自負してい
ます。ます。
　女性は結婚や出産で職場を離れることがありま
す。私も育児休業で職場を離れる際は、子育てと
仕事が両立出来るのかとても不安でした。その
上、入社したばかりの新入社員を指導していたこ
ともあり、細かな指示を電話やメールでする日々
が続き苦労した事を思い出します。
　近年パソコンや通信環境が整い職場環境は大き
く変化しました。一つはICTの導入です。遠く離
れた現場と本社をオンラインで結び遠隔での業務
が可能となったほか、女性社員がドローンを操縦

し主任技術者や担当技術者として
現場管理が出来るようにもなりま
した。現場に居なくても写真や映
像で状況が共有できることは大変
助かります。また、コロナの影響
でリモートワークも可能な時代で、
ますます女性が家庭と仕事の両立を図ることが可
能になったと思っています。
　現在当社は、６名の女性技術者が看護休暇や時
短出勤を利用して働いています。私が入社した当
時も先輩の女性技術者に助言をいただきながら難
題も乗り越えてきました。それが今も働き続けら
れている大きな理由でもあります。
　そんな先輩達が築いてきた職場環境をより良い
ものにするために、女性ミーティングを毎月開き、
情報交換・共有を密にするようにしています。
　30年以上女性技術者が頑張ってきた会社です。
このチームでもっともっと女性が活躍できる会社
にしていきたいです。

土木施工管理技士へのアンケート結果について
　全国土木施工管理技士会連合会では、技士会会員が日頃感じていることを調査・把握し、今後の活動の基礎
資料とするため、平成15年度から３年に１度、施工管理技術者を対象としたアンケート調査を実施しており、
今年度、７回目の調査が実施され、その結果がまとまりました。今回は、全国の会員のうちから3,616人にアン
ケート調査を依頼し、2,056人から回答を得ました。このアンケートは、毎回同じ設問で経年変化を調べる定点
調査と、その時点での課題を聞く特別調査があり、今回の特別調査のテーマは「ICT施工とDXについて」です。
　定点調査では、仕事への満足度は年々増加し、今回は54％に達しました。また、「設計変更ガイドライン」や
「ASP」の認知度や活用度が毎回上昇しています。一方で、工事成績評定の適正度についてはあまり変化があり
ませんでした。
　特別調査では、ICT施工の経験者は回答者の約35％でした。工種は土工が大半を占め、効果がなかったと答え
たのはわずか1.5％でした。また、ICT施工未経験者の内、会社の実績はあるが経験したことがない人は約４割、
会社自体経験がない人は約５割でした。
　このアンケート結果につきましては、全国土木施工管理技士会連合会のHPで見ることができますので是非ご
覧ください。
　　https://www.ejcm.or.jp/　
　TOPページ＞その他の活動＞JCMライブラリー＞JCMアンケート

チームでもっともっと女性活躍をチームでもっともっと女性活躍を
ハートフル通信ハートフル通信

（一社）全国建設業協会　高橋建設株式会社　豊田 麻実
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技 術 論 文
技 術 論 文

１．はじめに

工事概要
⑴工 事 名：R１濁川第一砂防堰堤外工事
⑵発 注 者：�関東地方整備局�

利根川水系砂防事務所
⑶工事場所：長野県北佐久郡軽井沢町
⑷工　　期：�令和２年５月26日�

～令和３年１月29日
　本工事は、浅間山直轄砂防事業の一環として濁
川に砂防堰堤を築造するものである。事業の目的
は、冬期に発生すると想定される融雪型火山泥流
および、夏期に発生すると想定される噴火後の土
石流による周辺地域の被害を軽減・防止すること
である。

浅間山の噴煙

図－１　着工前状況

　本工事の施工範囲は濁川第一砂防堰堤の左岸の
一部である。掘削土砂を有効利用できる構造とし

長野県土木施工管理技士会
株式会社守谷商会

刈間　亘二

て砂防ソイルセメント工法が採用されている。
　主に土工の工事であるので、ICT活用工事の対
象（施工者希望型）となっている。国交省のICT
要領には砂防土工は無いが、河川土工が準用でき
るためICT土工を実施することとした。
　本稿では、ICT土工を実施するうえでの内製化
と3D設計について述べる。

図－２　堰堤断面図

２．現場における問題点

⑴外注における問題点
　国交省の資料によれば、建機を除く起工測量・
3D設計・出来形測量の３プロセスにおいて、「す
べてを自社」で行う受注者は１割弱、「一部を自
社で実施」が約５割、「すべて外注」が約４割と
なっている。このことからICTを実施しても、受
注者の技術力やノウハウの向上につながっていな
いのではないかと懸念されている。
　当社も例外ではなく、初めて本格的にICT土工
を行った工事では、建機メーカーにすべて外注し

第25回土木施工管理技術論文　i-Construction賞

ICT砂防土工における内製化の取組み
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た。外注に頼るのが良いのか、自分たちでもでき
るようするのが良いのか、いろいろな考え方が
あった。

図－３　ICTの自社外注比率

⑵ICTの適用範囲における問題点
　構造物との取合いや交差点等によって形状が複
雑で3D設計が難しい箇所については、ICTの適
用範囲から外されることが多い。施工は問題無く
できるのに、3D設計が足を引っ張ってしまって
は、ICTを十分に活用しているとはいえないので
はないかと考える。
　また、従来型とICTの二種類の施工管理・検査
となり、現場の負担も増える。
　ICTを導入するからには、施工上の支障が無い
場合、なるべく多くの範囲に適用したいと考え
る。
⑶一般的な3D設計における問題点
　i-Construction向けのCADソフト等に、設計図
から線形要素と横断図を取り込むことによって
3Dモデルを半自動的に作成することができる。
連続的な線形要素を持つ道路土工や河川土工では
一般的にこの方法が用いられている。
　しかしながら砂防堰堤の場合、線形が堰堤軸線
の折れ点で不連続なので（図－４）、上記のよう
な線形要素と横断図から3Dモデルを正しく作成
することができない。また、折れ点に短い曲線を
挿入して線形を連続化させる方法もあるが、曲面
が作成され二次元の設計図とは異なる形状となっ
てしまう。（図－５）さらに、小さな曲面は直線
的な重機では施工困難であり、平面で管理する出
来形規格にも適合しない。
　河川中心線とそれに対する横断図から作成する
方法も考えられるが、すべての変化点を網羅しな
ければならない。横断図を膨大に作成しなければ
ならず、現実的ではない。
　今回、線形が不連続な施工目的物に対して、正
しく3D設計ができるのか、率直に不安であった。

図－４　堰堤床付け平面図

図－５　曲線を挿入した3Dモデル

３．工夫・改善点と適用結果

⑴内製化
　ICTを先行している同業他社でも多くの作業を
外注に頼っているのが現状である。建機を除く起
工測量・3D設計・出来形管理の３プロセスを自
社対応できるようにすることは、技術的にも大き
なメリットがあるものと考えられる。さらに、外
注費の抑制による利益向上、外注による待ち時間
の低減も期待できる。
　起工測量と出来形測量については、以前からド
ローンを使ったUAV測量に取り組んでいたので
自社でも十分可能な状態となってきていた。そこ
で、3D設計についても本格的に取り組むことと
した。
　その結果、内製化により技術力・ノウハウの向
上、外注費の抑制による利益向上、外注による待
ち時間の低減につながったと考える。
⑵全施工範囲を3D化
　濁川第一砂防堰堤では、折れ点の部分や複数の
床付け面を正確に3D化できれば、ICTを全施工
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範囲に適用できる。このような箇所は、従来型施
工で多くの丁張りや高さ確認作業が必要である。
したがってICTを全施工範囲に適用することがで
きれば、これらの作業が軽減されるためメリット
が大きいと考えられる。
　また、従来型とICTの二種類の施工管理・検査
が混在することも無くなる。
　したがって、堰堤床掘り、ソイルセメント、盛
土、河床掘削のすべての施工範囲にICT土工を適
用することとした。
　その結果、狭小の埋戻し部分を除きICT土工を
全施工範囲で適用できたため、丁張りや高さ確認
作業を大幅に減らすことができた。それもあって
か、施工速度については、従来施工との具体的な
比較はしていないが、圧倒的に速いと感じる。

図－６　ICT建機による盛土・ソイルセメント

⑶汎用3D-CAD機能による3D設計
　オートデスク社の「Civil�3D」というソフトを
使 用 し た。 こ れ は、 汎 用3D-CADの「Auto�
CAD」に土木設計・CIM用の機能を追加したソ
フトである。他のi-Construction向けのCADソフ
トと同様に線形要素と横断図から3Dモデルを作
成することもできる。しかし、折れ点の部分や複
数の床付け面を二次元の設計図通りに作成するこ
とはできない。
　そこで、線形要素は用いずに平面図から3Dモ
デルを作成することにした。ソフトの詳細な操作
方法については割愛するが、堰堤床掘りを例に手
順を以下に示す。
①平面座標（x,y座標）を合わせる。

②床付け面に標高（z座標）を設定する。
③掘削法面を“手動”で描く。ここまでは汎用
3D-CADの基本的な機能を使うだけであるが、施
工する形状を正しくイメージできている必要があ
る。
　手書きのラフスケッチを元に作図することも
多々ある。ある意味、ローテクであり、人力でも
ある。
④各面のTINサーフェスを作成し、合成する。こ
こからはCivil�3D特有の機能を使う。
⑤作成した堰堤床掘り形状をLandXMLファイル
に出力する。このファイルはそのままICT建機の
掘削用データとしても使う。

図－７　堰堤床掘りの3D化

⑥起工測量で得られた現況地形に堰堤床掘り形状
を重ね合わせる。
⑦現況地形との交差ラインをCivil�3Dの機能で抽
出する。
⑧交差ラインでカットし、堰堤床掘り形状の3D
モデルが出来上がる。（図－８）この形状も
LandXMLファイルに出力し、出来形の基準設計
データとして使う。
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図－８　堰堤床掘りの3D形状

　同様にして河床掘削、盛土、ソイルセメントの
3Dモデルを作成した。（図－９）3Dモデルが出来
上がれば、ソフトの機能を使って複雑な形状でも
簡単かつ正確に土量を算出することができる。

図－９　盛土・ソイルセメントの3Dモデル

　なお、この一連の方法はオートデスク社のト
レーニング教材や市販の解説本等には載っていな
い。
　今回、「Civil�3D」というソフトを使ったが、
TINサーフェスの作成・編集機能とLandXML
ファイルの出力機能があれば他のソフトでも同じ
ことができるかもしれない。
　結果として、二次元の設計図と合致した3Dモ
デルを作成することができた。線形要素を使わな
くても3D設計ができるようになったため、線形
要素が無い造成工事や複雑な形状の土工事でも
ICT土工を全面的に適用できる目処が立った。

４．おわりに

　初めて本格的にICT土工を行った道路工事で
は、建機メーカーにすべて外注した。
　その後に受注した河川工事では内製化にチャレ
ンジし、起工測量・出来形測量を自社で行った。
また、線形要素と横断図から3Dモデルを作成す
る一般的な方法の3D設計にも取り組んだ。
　今回の工事では、違う方法で3D設計にチャレ
ンジし、建機を除く起工測量・3D設計・出来形
管理の３プロセスを自社で完結する予定である。
　何か特別に新しいものを開発したわけではない
が、あるものを賢く使うことによってICT土工に
おける3D設計のネックを解消できたのではない
かと考える。
　ICTについては、中堅～ベテラン社員よりも若
手社員の方が柔軟なためか、抵抗もなく使いこな
していると感じる。生産性向上や先端技術の導
入、費用対効果という観点だけでなく、若手社員
のスキルアップや活躍の場となっていることも
ICTのメリットではないだろうか。
　国交省ではBIM/CIM全面導入の前倒し、ICT
の土工以外への適用拡大、発注図の3D化を進め
ている。また、地方自治体他発注機関でもICTの
適用が増えると予想される。これらの動向に対応
できるように準備と実践を行っていきたいと考え
る。

堰堤床掘り完了

図－10　施工状況
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１．はじめに

　高梁川・小田川流域において発生した平成30年
７月の西日本豪雨では、広い範囲が浸水し被災し
ました。本工事は、この水害リスクの低減を図る
ために計画された高梁川水系河川整備計画に伴う
河道整備工事である。
工事概要
⑴工 事 名：高梁川秦河道整備外工事
⑵発 注 者：�国土交通省中国地方整備局�

岡山河川事務所
⑶工事場所：岡山県総社市秦地先
⑷工　　期：�令和元年６月８日�

～�令和２年６月30日

２．現場における問題点

　本工事は大雨や短時間強雨の発生など、降水量
の増大による河川水位の上昇を抑えるため、河道
掘削を行い河積断面の確保を目的とする工事でし
た。
　工事の施工延長L=305m、掘削土量V=57,200m3、
掘削対象面積A=30,055m2。一級河川である高梁川
の中心線付近まで治水効果の早期発現のため、単
年度（令和２年３月末迄）の施工において河道掘
削部の施工を完了させるためには、解決しなけれ
ばならない重大な２つの問題点があった。
⑴掘削及び土砂運搬中の危険性
　当初の仮設計画では、掘削対象範囲を囲むよう

岡山県土木施工管理技士会
蜂谷工業株式会社

鳥越　伸一（監理技術者）

に現地発生土を流用し、大型土嚢及び土堤による
仮締切を構築した後に水替えを行い、ドライと
なった状態で作業を行う計画であった。（図－１）
　この計画では、現地の土質が砂礫であるため透
水性が高く、仮締切後に水替えを行っても浸透水
や河床からの湧水量が多く、水替え及び濁水処理
費が高額になること、またボイリングが発生し重
機の水没やオペレーターにも危険が及ぶ懸念が
あった。
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高梁川秦河道整備外工事
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汚濁防止フェンス(単独フローφ300 h=3m) L=420m

締切盛土 V=4,344m3

図－1　当初仮設計画図と所要日数

⑵不可視条件下での作業及び出来形管理
　どのように施工を進めても、必ず水中掘削を行
うことになる。また河道掘削の平均河床高が水面
下2.5m�（現況の河川敷より4.5m）と深く、掘削に
より発生した濁りでオペレーターは掘削箇所の仕
上がりを陸上施工のように確認しながら行えない。

第25回土木施工管理技術報告　最優秀賞

不可視条件下における施工履歴データを 
用いた施工と仮設計画の工夫

14 　  2022. 3  Vol. 31  No. 2



技 術 報 告
技 術 報 告

そのため、掘削が済んだ箇所と未施工箇所を確認
することもできず、出来形精度や作業効率が悪く
なり再施工や工期に間に合わない懸念があった。

３．工夫・改善点と適用結果

⑴仮設計画の変更提案
　仮締切と水替えによる施工に変えて工事用道路
を重機の作業半径に注意し、掘削不能箇所が生じ
ないよう河道横断方向に11本計画した。
　また工事用道路は河道掘削の際に一緒に撤去
し、発生した土砂を次施工箇所のための工事用道
路の設置へと順次流用しながら施工した。（図－
２）
　この際、仮締切と工事用道路に必要な土量が同
程度となるように計画を策定した。
　これにより、水替えと濁水処理が不要となり工
事費が低減できた。また施工箇所の水位の影響を
受けることなく施工が行えたので、約20日の日程
短縮と週休２日（４週８休）も達成できた。
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図－２　上：変更仮設平面図と所要日数
下：施工状況写真　　

⑵リアルタイム出来形管理の実施
　マシンガイダンスやマシンコントロール仕様
バックホウそれぞれの施工履歴データを取得・解
析し、３次元設計データとの差により段階的に色
分け表示されるVision�Linkの３D�Productivity�
Managerを導入し、掘削作業を行った。

　このシステムにより不可視条件が解消される訳
ではないが、施工中のオペレーターはモニターで
未施工箇所や出来形管理精度を確認しながら作業
することができた。また施工管理者も複数の重機
作業を一括して、PCやスマホで同時に確認する
ことができるため、ダブルチェックで確実な施工
が行えた。施工後の出来形評価においても規格値
の±50％以内のデータ数は98.4％と精度良く、総
合評価も合格であった。（図－３）
　ここで注意が必要なことは、着工前のICT建設
機械の作業装置位置記録システムが適正か確認し
調整しておくことである。本工事では建機メー
カーによる出庫時点検として『システムから提供
さる作業装置の位置とTS計測による較差の確認』
と施工管理者による受入時点検として現場内で
『平坦に整形する作業による検測』を実施した。
また複数の重機による施工であるため、仕上がり
面にズレが生じないよう日々の始業前にも精度確
認を実施した。

図-3　出来形管理精度の確認画面
（上：オペレーター用　下：施工管理者用）

４．おわりに

　今後、水害リスク低減のために実施される河川
整備事業において、同様の不可視条件下での河道
掘削工事も増えることと思われるが、この工事報
告が参考になれば幸いである。
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1．はじめに

工事概要
⑴工 事 名：宮崎218号高野地区改良工事
⑵発 注 者：�九州地方整備局� �

延岡河川国道事務所
⑶工事場所：宮崎県　西臼杵郡　日之影町
⑷工　　期：�令和元年７月１日� �

～令和２年５月29日
　今回工事は、道路土工・法面工・補強土壁工を
主体とした道路改良工事である。

２．現場における問題点

　建設業界においても昨今は労働者不足のあおり
を受け、外国人労働者に頼らねば事業を継続して
いけない事例も多々ある。
　今回の現場において、下請けの法面工事を請負
う業者に、外国人建設就労者が数名入るとの報告
を事前に受けた。
　私ども地方の業者においては法律が整備されて
以降の外国人就労者との現場は数えるほどの経験
しかなく、施工体制台帳の整備を進めるととも
に、国によって安全意識も異なる中で労働者不足
の折せっかく日本まで来てもらいケガをさせて返
すようなことがあってはならない。
　今後につなげるためにも、まず第一に現場に応
じた安全に対する理解を深め安全意識を高めても
らおうと考えた。

宮崎県土木施工技士会
日新興業株式会社

佐藤　豊明

図－１　日々の安全確認

３．工夫・改善点と適用結果

　向こうではエリートの中から選ばれ、教育を受
けて来ただけあって、日本に来て数カ月である程
度の日本語もできる。かたことではあるが朝の一
人KYKも職長が隣でフォローしながら自分で喋る
し、書き込みも教えてもらいながら何とか出来る。
　そのような中でもこちらの理解してもらいたい
事を正確に伝えるためには、言葉の壁を乗り越え
ることが一番の課題となる。
　まず皆さんやっておられるであろう、ちょっと
した工夫だが、スマートフォンの無料アプリ翻訳
ソフトを活用した。10 ヵ国以上は使用できるの
で、今回の就労生の母国語（インドネシア語）に
も対応済みである。「おはよう」「足元に注意し
て」「そこは危険だから下がって」など、こちら
で言った言葉を翻訳して音声で伝えてくれるので

第25回土木施工管理技術報告　特別賞

外国人建設就労者に対する安全管理
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大助かりであった。
　次に工夫改善したのは、作業手順書である。こ
こからが一番理解して欲しいことであった。通常
は職長を交えながら日本語でやりとりするし、日
本の現場で働く訳なので今後のコミュニケーショ
ンの為にも日本語を主体にしたほうが良いと考え
るのが普通である。
　ただ安全に関する確認事項だけは行き違いが
あってはならない、正確に把握して欲しいと思っ
ていたので、法面作業に関する安全手順書をすべ
てインドネシア語に書き換えて、教育資料とし
た。新規入場時にその資料を中心として現場説明
を行い、理解を深めてもらうこととした。
　特に安全帯の点検や装着において、図解を交え
ながら丁寧に教育した。手順書による教育後は実
際に現場での訓練とした。
　結果として、このような工夫を行うと彼らも自
分たちのために努力してくれていると感じ、目に
見えて理解しようとする雰囲気が伝わるととも
に、現場に出ても危険箇所等の把握を自ら行って
おり、高い効果を得たと感じた。
　なにせ翻訳の素人が作成したものなので言葉が
違うなどと指摘を逆にうけながら、それすら互い
の熱意を伝えながら確認の意味につながったと感
じている。
　改善すべき点としては、日々の安全指示事項等

図－２　作業手順書

も日本語と母国語でわかりやすく指示すると、彼
らの理解も深まるとともに語学力の助けにもなる
と思われる。手間暇がかかることではあるが、安
全には変えられないことである。

４．おわりに

　特に海外事業で活躍されている企業の方々に
とっては珍しいことでもなく、多様な安全管理を
行っていることと思われる。
　私どものような地方の企業においても、このよ
うな細かな工夫から始めていければと感じてい
る。安全に簡素化はなく、積み重ねであると再認
識している。
　今回の現場は九州でも山間部で、雪の降る日も
あった。「信じられない」と言いながら無事に請
負分の現場を終え、笑顔で去って行った。
　この報告を行っている最中にも、台風の影響で
県内の建設業に来ておられた海外の方が２名行方
不明になっている不幸な自然災害が発生してい
る。
　あと数年は日本にいるのだろうが、現在のコロ
ナ危機が治まりいつの日か無事に母国に帰って活
躍できることを願っている。
　次回、またこのような機会があれば言語は変わ
るかもしれないが、さらに工夫して多国籍になっ
ても誰もが安全に働ける現場を構築したい。
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□技士会概要

　当技士会は、土木施工管理技士の技術力や社会
的地位の向上を目指して、平成７年７月４日に設
立され、現在は、正会員1,660名、賛助会員189社
が加入しております。
　役員は、会長、副会長５名、専務理事、理事22
名（三役除く）、監事２名、代議員49名で構成さ
れており、三役会、理事会、通常総会を開催して
おります。
　本部事務局はJR京葉線の千葉みなと駅に、ほ
ど近い場所に位置し、かつては東京湾、富士山が
一望できましたが、現在はマンション等の建設に
より見ることはできなくなりました。また、県内
の14箇所に支部があり、それぞれに事務局を設置
しております。

□活動状況

　当技士会では、会員の技術力の向上を目的とし
て本部と支部、そして建設業協会が協力し各種講
習会・研修会を実施しており、例年、数多くの技
術者が受講しております。
※実施しているすべて講習会・研修会はCPDSの
認定プログラムとなっております。
　しかし、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、昨年度は、ほぼ全ての講習会・研修会が中止
となりました。
　今年度は、Web（Zoom）形式を中心に実施し、
一部会場ではWebと対面でのハイブリッド形式
でも実施しました。ただ、どうしても対面形式で
なければ実施できないものについては、昨年度同
様中止せざるを得ませんでした。
・施工管理技術者のためのレベルアップ講習会
　技術者のレベルアップを図ることを目的とし
て、一昨年まで支部が主催して実施していた講習
会（昨年は中止）を今年度から本部の主催で、株
式会社ワイズの全面協力を得て、Web形式によ
り３種類（３日間）の異なる講習を１セットと
し、計13セット500名余りの技術者が受講し、20
ユニットを得ております。

ZoomによるWeb講習会

　例年、このほかに土木施工管理技士の資格取得
に向けての対策講習会、土木工事積算書を合理的
かつ能率的に作成できる土木工事積算実務者を育
成することを目的とした積算実務講習会、土木工
事の実践的な施工計画と適正な実行予算の組み方
を現場管理の合理化促進に結びつくよう演習を通
じて、その手法の修得を図ることを目的とした実
行予算作成実務講習会などを実施し、会員の技術
者等に向けて受講の機会を設けております。

□最後に

　令和２年から続く、新型コロナウイルス感染症
の影響により、技士会の活動も制限されるなど多
岐にわたり支障が生じておりますが、講習会等に
ついては、従来の対面形式から今年度も実施した
Web形式（ハイブリッド形式）へと新たなる形
態で会員の方々に提供し、いつ終息するか分から
ない状況下での活動になるので、Withコロナを
意識しながら臨機応変に対応していきたいと考え
ております。
　また、会員一人一人がこのような変化に対応し
ていける適応力と更なる技術力の向上、社会的地
位の向上に寄与していきたいと考えております。

千葉県 土木施工管理技士会
千葉県の花▶なのはな
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□技士会概要

　当技士会は、土木施工管理技士の技術力及び社
会的地位の向上を図り、良質な社会資本整備に貢
献することを目的として平成４年５月に設立され
ました。
　会員数は法人会員である賛助会員が171社、個
人会員である正会員（１級及び２級土木施工管理
技士）が1,490名です。（令和３年12月28日時点）

□技士会活動状況等

〈発注者との意見交換会〉
　技術者のより一層の現場環境改善等を目的に、
九州地方整備局県内事務所や大分県土木建築部と
の意見交換会を例年実施しております。
　令和３年度は「技術者のレベルに応じたICT研
修会の開催」「現場の労苦等を反映させた工事成
績評定」「若手技術者の意見交換会」等のテーマ
について活発な意見交換を行いました。

大分県土木建築部建設政策課等との意見交換会

〈研修・講習会〉
　大分県や大分県建設業協会との共催により、
ICT技術の基礎を学ぶ「i-Constructionはじめの
一歩研修会」を実施しました。
　本研修はi-Constructionの背景や３次元設計
データ作成を学ぶ「オンラインセミナー」（３回）
と、測量機器等操作体験を行う「現地体験会」
（６会場）の２部構成となっており、延べ300人を
超える技術者が参加しました。
　また新型コロナウイルス感染症拡大の影響によ

り集合的な参集が困難な中、より分散化した支部
単位での技術講習会の機会を増やすことで、会員
の研修機会の確保に努めました。

i-Constructionはじめの一歩研修会

〈現場見学会〉
　最新の技術や優れた現場管理のもと施工されて
いる建設現場について、発注者や受注企業の協力
のもと現場見学会を実施し、技術力及び資質の向
上に努めています。
　令和３年３月には竹田水害緊急治水ダムである
「玉来ダム」を見学し、普段は接する機会が少な
い工事の最前線を知るとともに、意見交換を通じ
て横のつながりを深めてもらいました。

玉来ダム建設現場見学会

□今後に向けて

　今後はICT技術を取得するための講習会や実地
研修等により、時代のニーズに沿った技術力向上
に努めるとともに、若手技術者の意見を反映させ
るための受発注者間の意見交換会の実施等、技術
者に光が当たる様々な取り組みを進めていきたい
と考えております。

大分県 土木施工管理技士会
大分県の花▶豊後梅
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都道県 講習地 実施日

北海道

札幌

令和４年３月４日㈮

令和４年４月15日㈮

令和４年６月３日㈮

旭川
令和４年４月８日㈮

令和４年５月13日㈮

帯広 令和４年５月27日㈮

栃木 宇都宮
令和４年６月30日㈭

令和４年８月26日㈮

東京 東京

令和４年５月20日㈮

令和４年７月22日㈮

令和４年９月16日㈮

福井 福井 令和４年４月13日㈬

山梨 甲府
令和４年４月８日㈮

令和４年９月９日㈮

愛知 名古屋 令和４年７月８日㈮

都道県 講習地 実施日

鳥取
倉吉 令和４年６月22日㈬

米子 令和４年10月４日㈫

島根 出雲 令和４年４月15日㈮

岡山 岡山
令和４年４月28日㈭

令和４年８月31日㈬

広島

広島

令和４年４月13日㈬

令和４年５月10日㈫

令和４年９月６日㈫

令和４年10月25日㈫

福山
令和４年４月11日㈪

令和４年10月７日㈮

山口 山口
令和４年７月20日㈫

令和４年10月25日㈫

都道県 講習地 実施日

徳島 徳島 令和４年４月23日㈯

香川 高松

令和４年４月16日㈯

令和４年７月16日㈯

令和４年10月15日㈯

愛媛
松山

令和４年４月19日㈫

令和４年10月６日㈭

宇和島 令和４年７月７日㈭

高知 高知

令和４年４月19日㈫

令和４年６月21日㈫

令和４年10月４日㈫

宮崎

宮崎

令和４年４月27日㈬

令和４年５月13日㈮

令和４年８月17日㈬

延岡 令和４年７月６日㈬

都城 令和４年９月14日㈬

講　習　日　程

技士会の技士会の監理技術者講習監理技術者講習
～経験豊かな地元講師による対面講習～～経験豊かな地元講師による対面講習～

受講料受講料
　　インターネット申込み：9,500円インターネット申込み：9,500円　　郵送申込み：9,800円　　郵送申込み：9,800円
継続学習制度（CPDS）代行申請継続学習制度（CPDS）代行申請
　CPDSのユニット希望者は自動登録できるので申請手続きは不要です。　CPDSのユニット希望者は自動登録できるので申請手続きは不要です。
　受講修了者は、12ユニット取得できます。（上限のある形態コードです。）　受講修了者は、12ユニット取得できます。（上限のある形態コードです。）

監理技術者講習の有効期間の見直し監理技術者講習の有効期間の見直し
　監理技術者講習の有効期間が受講修了日から５年後の年の12月31日までに見直されました。更新される方は　監理技術者講習の有効期間が受講修了日から５年後の年の12月31日までに見直されました。更新される方は
有効期限を迎える年のいつ受講しても有効期限は変わりません。年末には受講者が増えることが予想されますので、有効期限を迎える年のいつ受講しても有効期限は変わりません。年末には受講者が増えることが予想されますので、
早めの受講をお勧めします。早めの受講をお勧めします。

お申込みはホームページから　https://www.ejcm.or.jp/training/
郵送申込み用紙もダウンロードできます

・新型コロナウイルス感染症対策として、会場の定員数を少なくしています。
・受講にあたっては、体調確認、マスクの着用などをお願いいたします。

令和４年11月以降の講習日程についてはホームページをご覧ください



̍ɽडߨରऀ ͷཧٕज़ऀͱͳΔࣄڞެ　 ʢํݱஔલʹߨशΛड͓ͯ͘͜͠ߨͱɻʣ
छͷཧٕज़ऀ͕ରͱͳΓ·͢ɻۀ�શ2ۀઃݐ

̎ɽड　ߨ　ྉ �00�ྉߨͷडࠐਃࢴԁ
Πϯλʔωοτਃࠐͷडߨྉ��00ԁ
ʢςΩεトɾߨशमྃূަख数ྉɾফඅ੫ؚΉʣ

̏ɽडߨਃ͠ࠐΈड

ᾇ　डߨਃ͠ࠐΈडɺߨश࣮ࢪ日ͷ10日લ·Ͱͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ͨͩ͠ɺߨश࣮ࢪ日ͷ10日લΛա͗ͨ߹ɺ࿈߹ձʹిͰ֬認Λͯͩ͘͠͞
͍ɻ

ᾈ　ਃ͠ࠐΉલʹඞͣɺߨशɾ࣮ࢪ日ɾߨशձΛ࿈߹ձͷϗーϜϖーδͰ֬認͠
͍ͯͩ͘͞ɻ

ᾉ　ؾঢ়گͳͲʹΑΓߨशձɾ日ఔΛม͍ͩͨͯͤ͘͞ߋ߹͋Γ·͢ͷͰɺ͋
Β͔͡Ίྃ͝承͍ͩ͘͞ɻ

技士会ͷ理技術ऀߨश͝Ҋ
ʢडߨਃࠐॻ͖ʣ

・技士会の継続学習制度（CPDS）に学習履歴を簡単に登録でき
ます。

・インターネット申込なら、申請書類を郵送する必要もなく、受
講料もお得です。（https://www.ejcm.or.jp/training/）

国土交通大臣登録講習実施機関
ʢେਉొɿฏ16年７月30日͚ɾొ൪号５ʣ

Ұൠࣾஂ๏ਓ　શࠃࢪཧٕ࢜ձ࿈߹ձ
˟102ʵ0076　౦ژઍా۠ޒ൪ொ６ʵ２　ϗーϚοトϗϥΠκϯϏϧ１֊
5&-03ʵ3262ʵ7423ɾ'"903ʵ3262ʵ7426ɾhttps://www.ejcm.or.jp/



̐ɽड ߨ ਃ ࠐ

４. １　受講申込に必要な書類
ᾇ　डߨਃࠐॻ（ϗʔϜϖʔδ͔ΒϓϦϯτΞτͰ͖·͢ɻ）

˰　ίϐーͯ͠༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ
　　ʢίϐーͰ͖ͳ͍߹ɺ͜ͷҊʹ͋ΔਃࠐॻΛΓऔͬͯ༻͍ͯͩ͘͠͞ɻʣ
ɾ　֎ࠃ੶ͷํɺຊ੶ཝʹࠃ੶Λهೖ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ɾ　ۈࡏݱ�͞Ε͍ͯͳ͍ํɺ日தʹ࿈བྷ͕ͱΕΔॅॴͱ࿈བྷઌΛۈઌ໊ཝɾ
ॴࡏཝʹهೖ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ᾈ　ΧϥʔࣸإਅΛషͬͨࣸਅථ（ࣸਅαΠζɿॎ3.0cmʷԣ2.4cm）
˰　डߨਃࠐॻʹష͍ͬͯͩ͘͞ɻ
Χϥーࣸإਅɺ６ヶ月以内に撮影した証明用の写真でɺແɾਖ਼໘͖ɾແ
എܠɾମͷ্三ʢ͔ڳΒ্ʣ͕͍ࣸͬͯΔͷɻʢෆ໌ͳͷɺ৭ͷ
ண༻ͷͷɺεφοϓࣸਅෆՄʣڸ؟͍ͨͭ

ᾉ　डߨྉ（��00ԁ）ͷ༣ศৼସࠐٻॻ݉डྖূ
　郵便ہ૭ޱඋ͚͑ͷࠐऔѻථΛ༻ͯ͠ɺ࿈߹ձ͋ͯʹडߨྉ9800ԁΛ
ॻʹష͍ͬͯͩ͘͞ɻࠐॻ݉डྖॻΛਃٻࠐΈɺ郵便ৼସࠐ͍
൪号ɿ00140ʵ4ʵ260223࠲ޱఆͷ郵便ৼସࢦ˗
˗Ճೖऀ໊ɿશࠃٕ࢜ձʢهࠨͷུশΛهೖ͍ͯͩ͘͠͞ɻʣ

４. ２　受講申込書類の提出先
　ҙͷ෧ʹਃࠐॻྨΛೖΕɺ通ৗ郵便Ͱ݁ߏͰ͕͢ɺ͝৺ͷ߹؆қॻཹ
Ͱ࿈߹ձ͋ͯʹ郵ૹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ෧ද໘ͷࠨଆʹʮཧٕज़ऀߨशਃࠐॻࡏதʯ
ͱهೖ͍ͯͩ͘͠͞ɻʢ͜ͷҊʹ͋Δ࿈߹ձͷʮ໊͋ͯϥϕϧʯΛΓऔͬͯ༻͠
ͯՄɾಉҰۈઌ͔Βෳ数໊ͷਃࠐॻΛૹΔ߹ಉҰ෧ʹ·ͱΊͯೖΕͯՄʣ
·ͨɺ෧ͷཪ໘ʹࠩग़ਓͷॅॴɾ໊ࢯΕͣʹهೖ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

４. ３　受講票の送付
ɾडߨථɺϝーϧΞυレεࡌهͷ߹ϝーϧͰɺࡌهͷͳ͍߹ϋΨΩʹ࣮ͯࢪ
日ͷ10日લ·Ͱʹ࿈߹ձ͔Βૹ͞Ε·͢ɻͳ͓ɺडߨථ͕ະணͷ߹ɺඞͣి
Ͱ࿈བྷ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

̑�　मྃݧࢼͱ理技術ऀߨशमྃূͷ交・मྃূͷ༗ޮؒظ

ᾇ　શٛߨͷऴྃޙʹमྃݧࢼΛ行͍·͢ɻ͜ͷݧࢼɺٛߨͷཧղΛѲ͢ΔͨΊ
ʹ行͏ͷͰɺ݁ݧࢼՌΛߨशͷमྃ݅ͱ͢ΔͷͰ͋Γ·ͤΜɻ

ᾈ　मྃݧࢼͷʹޙཧٕज़ऀߨशमྃূʢγーϧʣΛަ͠·͢ɻ
ᾉ　ߨशमྃূͷ༗ޮؒظɺ５年ؒͰ͢ɻ



͍ͯͭʹशͷࣙୀߨ・ߋॴมॅ・ߋश地มߨ・श࣮施ߨ　�̒

ʲඞཁॻྨɺ࿈߹ձϗーϜϖーδΑΓҹͰ͖·͢ɻr
ᾇ　ߨश࣮ࢪ日·ͨߨशΛม͞ߋΕΔํɺʮมߋಧʯʹඞཁ߲ࣄΛ͝هೖͷ͏͑
ଇͱͯ͠ɺ࣮ݪ 日ͷ10日લ·Ͱʹ'"9Ͱ࿈߹ձʹૹ৴͍ͯͩ͘͠͞ɻࢪ

ᾈ　ਃࠐॻྨఏग़ޙʹॅॴɺ໊͓ࢯΑͼຊ੶͕มߋʹͳͬͨํɺʮมߋಧʯʹඞཁࣄ
߲Λ͝هೖͷ͏͑ɺ'"9Ͱ࿈߹ձʹૹ৴͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ᾉ　ߨशͷडߨΛࣙୀ͞ΕΔํɺʮࣙୀಧʯʹඞཁ߲ࣄΛ͝هೖͷ͏͑ɺඞͣडߨ༧
ఆͷ࣮ࢪ日ͷલ日·Ͱʹ࿈߹ձʹಧ͘Α͏ʹ'"9͍ͯͩ͘͠͞ɻޙ日ɺडߨྉʢฦ
ۚख数ྉΛࠩ͠Ҿ͔͍͖ͤͯͨͩ·͢ʣͱఏग़ॻྨΛฦ٫͍ͨ͠·͢ɻ

ᾊ　ࣄલ࿈བྷͤͣʹߨशΛܽ੮ͨ͠߹ɺ·ͨࣙୀಧͷ౸ண͕ߨशऴྃޙʹͳͬͨ
߹ɺݪଇͱͯ͠डߨྉͱఏग़ॻྨฦ٫͍ͨ͠·ͤΜɻ

ଓֶश੍（$1%4）ܧ　�̓

ձͰӡӦ͍ͯ͠Δܧଓֶश੍ʢC1%4ɿֶशͷهΛ͠ɺඞཁʹΑΓֶशཤྺΛূ
໌͢ΔγεςϜʣʹཧٕज़ऀߨशͷֶशཤྺΛ؆୯ʹొͰ͖·͢ɻߨश12ʹޙϢχο
ト͕Ճ͞Ε·͢ɻݧࢼͷ͕ͦͷձͰͷฏۉҎ্Ͱ͋Ε３Ϣχοト͕Ճ͞Ε
·͢ɻ
˞ͨͩ͠ɺਃऀͷطऔಘϢχοト数ʹΑΓ12ϢχοトΑΓগͳ͘ͳΔ߹͋Γ·͢ɻ
֘年൛ΨΠυϥΠϯΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻࡉৄ
ᾇ　ొʹC1%4ͷՃೖ͕ඞཁͰ͢ɻखଓ͖ʹผ్ॾख数ྉ͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻ
ʢٕ࢜ձձһɿC1%4৽نՃೖྉ�1300ԁ
100Ճೖྉ�3نձձһҎ֎ɿC1%4৽ٕ࢜ԁʴֶशཤྺొྉ�500ԁʣ

ᾈ　طʹC1%4ʹՃೖ͍ͯ͠Δ߹ʹཧٕज़ऀߨशडߨਃࠐॻʹC1%4ొ൪号Λ͝
ೖ͍ͩ͘͞ɻʢֶशཤྺొྉ　ձһɿແྉ　ձһҎ֎ɿ500ԁʣه

ᾉ　৽نՃೖ͞ΕΔํɺՃೖྉΛडߨྉʹϓϥεͯ͠ࠐΜͰ͍ͩ͘͞ɻཧٕज़ऀߨ
शडߨਃࠐͱಉ࣌ʹ৽نՃೖखଓ͖͕Ͱ͖·͢ɻ

ᾊ　ٴࢣߨͼडऀߨͰɺಉ͡年ʹཧٕज़ऀߨशΛ܁Γฦ͢߹ɺ࠷ॳͷߨशͷΈ
Λ認ఆ͠·͢ɻ

̔�　理技術ऀͷ֨ࢿཁ݅ͷ֬ೝ

ᾇ　͜ͷߨशɺཧٕज़ऀΛରͱ͍ͯ͠·͢ɻ
ཧٕज़ऀ֨ࢿΛ༗͍ͯ͠ͳ͍ํɺཧٕज़ऀߨशΛडͯ͠ߨཧٕज़ऀʹ
ͳΕ·ͤΜͷͰ͝ҙ͍ͩ͘͞ɻ

ᾈ　ߨशձͰɺʮཧٕज़ऀূऀ֨ࢿʯͷަਃͷड行͍·ͤΜɻ
෦ʹਃ͍ͯͩ͘͠͞ɻࢧݝज़ऀηϯλーಓٕۀઃݐʣࡒΓͷʢҰد࠷
ʢٕज़ऀηϯλーຊ෦　5&-03ʵ3514ʵ4711ʣ
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